
お わ り に 

 

 国際学力調査(PISA2009)の結果では，日本の子どもたちの学力は回復の兆しにあるという見方が

あります。一方では，停滞しているとも聞きます。学力向上を目指し授業改善や授業量を増やすな

ど各学校で取り組んできた結果については評価が分かれているところですが，いずれにしても学力

向上は喫緊の課題です。 

学力が十分に伸びない原因を，東海大教育開発研究所の秋山仁所長は，「子どもたちに勉強の習

慣がない。努力を好まないという生活習慣が問題だ」と指摘しています。確かに，全国学力・学習

状況調査における上位の都道府県の傾向を尋ねると，家庭学習の習慣が身に付いている子どもの割

合が高いそうです。さらに，勉強の習慣を付けるだけではなく，「『なぜ？』『どうして？』と思

う疑問やテーマについて自分で考え，自分の頭で納得できる結論を得るという実感を抱かせること

が重要」とも指摘しています。 

本校の子どもたちにおいても，研究の出発点では「家庭学習の習慣が十分でない」「自分で考え，

解決するという経験が不足している」という実態が垣間見えました。そこで，これまで「どうした

ら自分で考え，解決するという授業構成ができるのか」「どうしたら言語活動の充実が図れるのか」

「家庭学習の習慣化と連動した取組はできないか」「学び合いのある授業とは何か」ということを

全職員一丸となって，追い求めてきました。授業実践を重ね，多くの講師の先生方からアドバイス

をいただきながらも試行錯誤の日々が続きました。その中で，私たちは子どもたちの考えの根拠に

注目しました。そして，子どもたちの意見，理由，根拠をしっかり整理していきながら言語活動を

仕組んでいくことが，学び合いへとつながると見えてきたところです。 

本日の発表は，まだまだ研究の緒に就いたものばかりで，ご参会の先生方の参考になるまでに至

っていないところも多くありますが，忌憚のないご意見ご指導をいただき，さらに精進して参りた

いと存じます。 

最後になりましたが，玉名町小学校が開校以来絶えることなく保護者や地域の方々からご協力と

ご支援をいただき，河野順子先生をはじめとする多くの研究者の方々からご指導いただき，さらに

熊本県教育委員会，玉名教育事務所，玉名市教育委員会より温かいご支援をいただいていることに

心から感謝申し上げ，おわりの言葉とさせていただきます。 

 

平成２５年１１月２８日 

                     玉名市立玉名町小学校  教頭 前田 洋志 
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